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-- h n - (嘉 一 h2)T
をおこなう｡ h≒0でこの変換をおこなってもu(x,I)は可積分であることは変わらない｡
そして h-0+においては上の運動方程式はKdV方程式



















2e~rn - e~m -1-e~rn+1-
と書ける｡ここで









サ n ( i+I)少 n(i-T)勺 ,n(i)2
dt2 ~U ′ n T-O T2サ n(i)2
に着目すると,時間を不連続化した方程式として
+ a_1(i)+n+1(tト Vpn(i)2 + n ( i+I)や n(i-I)一九 (i)2
log+ n = lim
少 n(i)2 T2サn(i)2
を考えるのが適当であると考えられる｡この式は bilinearformを用いて,R.Hirotaが導いてい
る式でもある｡この時間不連続格子はNソリトン解をもつ｡このことから多変数 7-‥(71･72,
-,7N)の関数少[符]に対して,偏微分差分方程式
甲[7+Kh]p[巧-Kh]一甲[7]2
∂2
()TJ･ノ(77/I
logP[7]
が考えられる｡この解としてkと異なるパラメタTをもつ解があり, tK)と
sinhK: A sinhaJ.･T
ノ ■ー 〉~~~ノ
A I (j-1･2･････N)
によって結びつけられる(a))を用いれば
甲[7+Kh]p[7-Kh]一甲[7]2
h2p[7]2
9[7+a･t]甲[7-6Ot]一甲[7]2
729[7]2
が成立する｡したがってこれは不連続時間非線形格子のⅣソリトン解であることが確かめられ
た ｡
(以上)
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